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はしがき

本研究では，高安全知能自動車という典型例を通じてシステムLSIにおける

システムレベルの統合設計手法を確立することを目的としている．システムLSI

では複数の処理モジュールが相互にリンクした処理となっているが，システム
を複数個の処理モジュールに分解し，それらのVLSI向きアルゴリズムと最適構

成理論に基づくVLSI構成法を考察した．すなわち，以下に示すように3次元画

像取得，道路抽出，軌道予測などの処理モジュールの開発とそれらのVLSIアー
キテクチャやシステム統合設計手法を開拓した．

（1）システムインテグレーション理論の構築と動作速度仕様の導出
リアルワールド応用では，計測値や予測値に不確定性が存在ため，このことを

十分考慮したシステムインテグレーション理論として，サンプル周期毎に同一

処理を繰返すリアルワールド信号処理モデルを構築し，自動車の衝突アラーム
システムを典型例として取り上げ，動作速度すなわちサンプリング周期を決定

する方法を考案した．

（2）高安全知能自動車用VLSIプロセッサの処理モジュールの考察
高安全知能自動車に必要な処理モジュールとして，3次元画像情報を活用した

道路抽出，車両抽出，人物抽出などのVLSI向きアルゴリズムを提案した．また

ペイジアンネットワークに基づき，運転者の意図を推定することにより自動車

の将来の軌道予測を行う手法を提案した．これは，自動車に限らず，一般の障
害物の動き予測に共通する基盤技術となる．

（3）vLSI　プロセッサの最適構成理論とハイ　レベルシンセシス

動作速度，チップ面積，動的・静的消費電力などのうちから，制約条件と評価
関数を選び，スケジューリング，アロケーションなどの最適化問題を考察した．

また，動作速度やチップ面積制約下で消費電力最小化する最適化問題に対して，

専用アルゴリズムを開発した．特に近年問題になっているリーク電流最小化も

考慮した最適化手法を考案した．また，3次元画像処理応用において問題とな
るデータ転送ボトルネックを解決するため，メモリモジュールとPE間，および

PEとPE間のデータ転送を局所化するメモリアロケーションを考案した．

（4）高安全知能自動車用VLSIプロセッサ

高安全知能自動車の処理モジュールを実現する種々のVLSIプロセッサとして，

最適スケジューリングに基づく3眼ステレオビジョンVLSIプロセッサ，動的再
構成アーキテクチャに基づく道路抽出VLSIプロセッサ，投機処理に基づく確率
推論VLSIプロセッサ，　次元情報を用いた車両抽出VLSIプロセッサ及び人物

抽出VLSIプロセッサなどを提案した．



（5）リアルワールド応用リコンフィンギャラプルVLSI
FPGAはその複雑な相互結合網のために，カスタムVLSI実現と比較して遅延・面

積・消費電力が大きいという問題を解決するために，非同期ビットシリアルア

ーキテクチャに基づくフィールドプログラマブルVLSIを開発した．ビットシリ
アルアーキテクチャを用いることにより，相互結合網の複雑さはもとより，非

同期方式のオーバヘッドを最′」、限に抑えることが可能となる・さらにリアルワ
ールド応用に広く利用できる，非同期ビットシリアルアーキテクチャに基づく

リコンフイギャラブルVLSIを開発した．ビットシリアルアーキテクチャを用い

ることにより，相互結合網の複雑さはもとより，非同期方式のオーバヘッドを

最小限に抑えることが可能となることを明らかにした・

以上の研究成果は，高安全知能自動車の応用のみならず，システムLSI一般
の基盤技術の形成に少なからず貢献できるものと考えられ，ここに報告する次

第である。
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